
レブロ活用事例●株式会社近藤設備

レブロを活用した施工 BIM と自社工場で
独自の加工＆施工一貫体制を確立！

新たな成長期を迎えた配管工事のプロたち

株式会社近藤設備
代表取締役　近藤 正彦 氏（左）
専務取締役　髙橋 広平 氏（右）

CORPORATE PROFILE

株式会社近藤設備

本社　　：

代表者　：

資本金　：

従業員数：

事業概要：

岩手県和賀郡西和賀町

代表取締役社長   近藤正彦

3000 万円

62 名（2018 年 4 月現在）

冷暖房空調設備工事、給排水衛生

設備工事、消火設備工事、プラン

ト配管工事、土木工事、配水管布

設工事、その他管工事の設計施工 

ほか

http://www.konsetu-iwate.com/     

    岩手県北上市にある近藤設備は、冷暖房空調設備から給排水衛生設備、消火設
備、プラント配管まで、幅広い設備工事を手がける配管工事のスペシャリスト集団
である。近年は特に、自社加工センターを設けて独自のプレハブ配管・配管ユニッ
ト等を設計・加工して、現場へ納品・施工するトータルな加工＆施工体制を確立。
急速に売上を伸ばしている。そして、この一貫体制を支えるのが、各種の最新機
器を網羅した自社加工センターと建築設備 CAD「Rebro（レブロ）」を活用した施
工 BIM である。その展開の詳細について、同社の近藤正彦社長と髙橋広平専務に
お話を伺った。

設計～加工～施工を自社で完結

　「ウチは根っからの工事屋ですよ」。
開口一番、そういって近藤社長は笑み
を浮かべた。「サブコンの下請けとして
実施工 ･･･ 工種でいえば配管工を専業
とする工事会社として歩んできました。
実際、どこよりも質の高い施工をしてき
た自負があります。しかし、同時にこれ
を何とかして脱却したい、とも考えてい
たのです」。下請けの工事会社としては、
配管類の加工等は、通常、発注元のサ
ブコンや製管メーカーに頼るしかない。
もし、これらを自社対応できれば、顧客
のオーダーにもより的確に、スピーディ
に応えられる。下請け工事会社としての
枠を超えていくことも可能になるのだ。
　「 そこで、 プレ ハブ の 仮 設 工 場 か
ら、 細 々と 加 工 管 の 製 作 を 始 め た
の で す。 自 社 で 図 面 を 描 き、 配 管
を 加 工して、 技 術とノウハウを 蓄 積
し、ようやく北 上 加 工 センター を 開
設し た の が 2006 年 のことでし た 」。
こうして取り組みを開始したのが、設
計〜加工をトータルに行うプレハブ配
管加工と配管加工だった。設備工事の
現場を知り尽くした熟練技術者のノウ
ハウを結集し、溶接ロボットなど最新
設備を網羅した機械加工による一貫体
制で、より高品質で高精度な管製品を
ローコストで供給し始めたのである。
　「絵を描く、加工する、現場へ運ぶ、
そして作る。この 一 連 の 流 れをワン
パッケージとしてブランド化し、他社差
別化を図っていこうと考えました」。だ
が、このスタイルを確立するにはもう
一つ大きな課題があった。CAD の問題
だ。設計部隊を率いる髙橋専務は語る。
　「 ずっと使って い た 別 メ ー カ ー の
CAD も、ある程度は断面を生成でき
ました が、 使 い 勝 手 に問 題 がありま

▲加工管組立の様子

▲フレア加工マシン

▲溶接マシン
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「CAD 選定で最も重視したのは、3 次
元 CAD として断面を作成した時、“ ど
れだけ細部まで上手く表現できるか ” で
した。その点、レブロは最初に見た時
から “ これは良い ” と直感しました」（髙
橋氏）。たとえばフレア加工のための寸
法など、細部にわたる加工に必要な情
報まで入力できることも重要なポイント
だった。これにより、施工図からそのま
ま加工図面を生成することが可能とな
り、加工代など細部までを同社のフレ
アマシンに設定を取り込めるのである。

「そのため、加工図を作成する作業自
体がとても容易になりました」と髙橋氏
は笑顔で語る。しかも、他社製品から
の乗り換えだったにも関わらず、レブロ
の導入はきわめてスムーズ、かつスピー
ディに進められた。
　「私も多くの CAD に触れてきました
が、わかりやすさ・使いやすさの面で

レブロは一段上と感じます。描画がス
ムーズで、コマンドも必要時にタイミン
グよく出せるので、誰もが戸惑うことな
く操作を習得できるのです」（髙橋氏）。
実際、当初は試験運用目的での導入
だったが、すぐに活用のフィールドが広
がって増設。現在では配備されている
レブロがフル稼働している状況だ。実
際のレブロ運用は、髙橋氏が率いる若
手 3 名が担当している。髙橋氏を含め
たこの 4 名がモデルを制作し、加工図
面へと展開し、工場に渡す。すると工
場はこれを元に加工を進め、並行して
施工図面もモデルから展開して現場に
渡し、現場でもレブロを駆使して、これ
を活用していく。まさに加工から施工に
至る幅広いシーンで、3D モデルデータ
を活用する独自の BIM が始まっている
のである。
　「私たち工場側だけでなく、各現場の
技術者もレブロを使います。ですから、
現場からも単品の加工図面があがって
きますし、モデルデータは現場の取り
合い確認等にも重宝しています。私た
ちはそうした現場の動きを勘案しなが
らスケジュール管理し、工場を操業して
いくのです。まだまだ発展途上ですが、
より現場に密着した施工 BIM を目指し
ています」（髙橋氏）。

した。そのため、 作図に時間がかか
りすぎるのを、我慢しながら使ってい
る状態でした」。工場設備を整えノウ
ハウを蓄 積しても、 それ だ けで は 質
の高い配管加工はできない。 何をど
う加工するのか、 的確に指示する高
精度の図面が必要なのである。しか
も、それは工事進行に合わせスピー
ディに 提 供 され な け れ ば ならな い。
　「以前の CAD ではそれが難しく、そ
れどころか届けた加工品が現場で納ま
らず、やり直しになるケースもありまし
た。ですから、なんとかして図面の精
度を上げたかったのです」（髙橋氏）。
　こうした背景から、2010 年より髙橋
氏が中心となり、CAD の選定が開始さ
れた。ちょうど業界では 3 次元 CAD が
次々登場し、図面の 3 次元化と BIM へ
の展開が謳われ始めていた頃である。
髙橋氏も 3 次元による工場と現場との
連携を視野に、主要な 3 次元 CAD 製
品を比較検討。最終的に同氏が選んだ
のが、NYK システムズの レブロだった。

現場と工場を緊密に結ぶ施工 BIM

▲施工図から出力した単品加工図
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現況図の作成 

● 3D レーザースキャナを利用した改修検討

▲ 3D スキャナーで撮影した点群データ ▲点群から 3D モデルデータの生成

（InfiPoints）

▲ 3D モデルデータのみ表示した状態

（InfiPoints）

▲現況 3D モデルの作成

（レブロ）

独自の一貫体制で新たな成長期へ

　このように、加工センターの建設とレ
ブロの導入をきっかけに近藤設備は施
工 BIM の展開を開始し、当初からの企
業戦略である「設計〜加工〜施工一貫
体制」を確立した。これにより、同社
は新たな成長期を迎えている。
　「完成したのは工場が先でしたが、溶
接ロボットなど各種の加工機が実力を
発揮できるようになったのは、レブロ
導入が大きなきっかけでした。これで
多様な図面を生成し、加工まで自社で
トータルに行える体制ができ、工場へ
の再投資も可能になったのです」（近
藤氏）。現在では、溶接ロボットなど各
種の加工機に加え、切断ラインにも数
値を入力するだけで切断できるバンド
ソーを導入。図面の数値データを連携
することで、ダイレクトに切断作業を開
始できる環境を整えている。
　「緻密な図面があるので、誰にでも
形状が理解できるようになり、部品の

組み立てミスも激減しています。以前
多発していた付け間違いや納入後の返
品などのトラブルは現在ほとんどありま
せん」（髙橋氏）。現場での施工の効率
化が進み、同時に工場の稼働率も大き
く向上した。もちろん、そのほかにも多
くの努力があったことは言うまでもない
が、この相乗効果は大きかったと近藤
氏は言う。
　「10 年前まで、当社の売上規模は 5
〜 6 億円規模に留まっていましたが、
今では 25 億円に達しています。数字的
には倍以上の成長です。しかし、その
数字以上に、設備業界における当社の
位置付けが変わってきたという実感が
あるのです。いわば業界の末席にいた
当社が、レブロという道具とめぐり合い、
それを活用することで他社との差を縮
めているのです」（近藤氏）。従来はど
れだけ良い仕事をしても表に名前が出
ないことの方が多かったが、他社にな
い一貫体制のブランド効果により、顧
客から直接指名されるケースも増えて
いるのである。だが、同社はすでにそ

の「次」を目指して新たな一歩を踏み
出そうとしている。
　「もちろん技術者の BIM スキルを向
上させるのが一番の目標ですが、新し
い技術にも積極的に挑戦したいです
ね。昨年は 3D レーザースキャナを導
入し、設備更新工事等で現場調査に活
用しました。点群データを点群処理ソフ
トで加工してレブロでモデリングし、施
工図に仕上げたのです。こうした図面
や加工品の制作・納品なら全国対応す
ることもできますし、新たな展開も考え
られますね」（髙橋氏）。
　「新しい技術を取り入れてできること
が広がり、事業規模が拡大しても、私
たちが配管屋のプロであることに変わり
はありません。そうして蓄積した現場の
ノウハウを、さまざまに形を変えて多く
の現場に提供していきたいのです。そ
して、地方の小さな会社でも、配管屋
のトップを目指せるのだと、そのような
流れを作っていきたい。そう考えていま
す」（近藤氏）。
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株式会社NYKシステムズ
https://www.nyk-systems.co.jp/

※「Rebro®」は株式会社NYKシステムズの登録商標です。 その他記載の商品名は各社の商標または登録商標です。
※記載事項は予告なく変更することがございます。予めご了承ください。　※本事例で記載されている内容、部署名、役職は取材時のものです。 

東京事業所　〒101-0024　東京都千代田区神田和泉町 1-9-2 住友不動産神田和泉町ビル             

 TEL：03-5809-1256　TEL：03-5833-7172（サポート専用）

大阪事業所　〒530-0041　大阪府大阪市北区天神橋1-19-8 ＭＦ南森町３ビル

 TEL：06-6881-5052

撤去図検討

新設図検討

▲現況 3D モデルの作成

（InfiPoints）

▲現況図から撤去図を作成

（レブロ）

▲点群データと新設モデルの統合

（InfiPoints）

▲新設図を検討した図面と CG

（レブロ）
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